
 

高齢者虐待はあなたの気づきで防げるかもしれません 

 

高齢者虐待は、身近に起こりうる問題です。 

高齢者虐待の背景には介護疲れ、認知症や介護に対する理解無意識のうちに行っている場合も多くあります。 

 

虐待には 

身体的虐待…たたく、蹴る、つねる、やけどを負わせるなどの暴力行為やベッドに縛りつけたり部屋に閉じ込めた

りする拘束行為など 

 

介護・世話の放任・放棄…食事を与えさせない、入浴をさせない、オムツ交換をしない、受診をさせない、劣悪な住

環境で生活をさせるなど、介護をせず放ったらかしにすること 

 

心理的虐待…怒鳴りつける、ののしる、悪口をいう、意図的に無視する、子ども扱いをするなどの心理的苦痛を与

えること 

 

性的虐待…合意がないのに性的接触や性的いやがらせをする、排泄の失敗に対する罰として裸にして放置するな

ど 

 

経済的虐待…日常生活に必要な金銭を渡さない（使わせない）、本人の不動産や年金、預金を取り上げて勝手に使

ってしまうこと 

 

高齢者虐待は、高齢者や家族のちょっとした変化やサインに気づき、みんなで声を掛け合い、支え合うことが虐

待の防止に繋がります。 

 

身近で虐待（疑わしい？）と感じた気付いた時には、釧路市介護高齢課または地域包括支援センターまで速やか

な連絡をお願いいたします。相談者を特定する情報を漏らすことはありません。 

介護生活によるストレスはたまっていないでしょうか？ストレスは自分でも気づかないうちに体調を崩すことにつ

ながります。心配な方は地域包括支援センターか担当のケアマネジャーさんに相談しましょう。 
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※身近で虐待（疑わしい？）と気付いた時には、 

 

 

速やかな連絡（下記参照）をお願いいたします。 

高齢者虐待は、身近に起こりうる問題です。高齢者虐待の背景には介護疲れ、認知症や介護に対する

理解が不十分であったり、経済的に余裕がない、時間がない、介護者の体調不良、相談する人がいないな

ど様々な要因が複雑に絡み合って、介護者やご家族が無意識のうちに行っている場合も多くあります。 
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包括支援センターは釧路市の委託を受けた、地域にある「よろず相談所」です 

認知症とは、脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなったりして障害がお

こり、生活に支障が出る状態をいいます。認知症は、だれでもなる可能性があ

る病気です。 

高齢者虐待はあなたの気づきで防げるかもしれません

ん                            

 

身体的虐待 高齢者の身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴力を加えること。 

介護・世話の

放棄・放任 

高齢者を衰弱させるような著しい減食、長時間の放置、養護者以外の同居人による虐待 

行為の放置など、養護を著しく怠ること。 

心理的虐待 
高齢者に対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応その他の高齢者に著しい心理的 

外傷を与える言動を行うこと。 

性的虐待 高齢者にわいせつな行為をすること、または高齢者をしてわいせつな行為をさせること。 

経済的虐待 
養護者又は高齢者の親族が当該高齢者の財産を不当に処分すること、その他当該高齢者 

から不当に財産上の利益を得ること。 

 

 

◇◇◇虐待には以下のような種類があります◇◇◇ 

＊＊＊ 地域包括支援センターはケアラー支援の相談窓口です ＊＊＊ 

 
「ケアラー（ヤングケアラーを含む）」とは、心や身体に不調のある家族の看護、看病、療育、世話、 

気遣いなどをしている人のことを言います。 
「ケアラー」は趣味などの社会活動が制限されることより社会から孤立する傾向にあり、家族から頼り

にされる一方で、周囲に悩みを理解されず、心身に負担を抱えている場合があります。周囲に悩みや 

不安を相談できず、心身に負担を抱えているケアラーさんご自身、または地域に心配なケアラーさんが

いるなどのご相談は、釧路市西部地域包括支援センター(裏面参照)までご連絡ください。 

 

釧路市介護高齢課高齢福祉担当 

0154-23-5185 

 

釧路市西部地域包括支援センター 

0154-55-2666 

 

ま

または 

 



TEL 0154-55-2666  FAX 0154-55-2600 

釧路市昭和１９０番地４４６２  ｓeibu-houkatsu＠ｈｊｇ.ｊｐ 

釧路 市西 部地 域包 括支 援 セ ン タ ー 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

釧路市認知症講習会 

「ほっとけない‼認知症～認知症を正しく知ろう～」 
が開催されました。 

 

 

巡回相談会 
のお知らせ 

発 行 元 

１０月１８日（土） まなぼっと幣舞多目的ホールにて 釧路市

認知症講習会が開催されました。当日は、『ほっかいどう希望大

使(認知症本人大使)』の松本氏、『砂川市立病院認知症疾患医

療センター』の大辻氏を迎えて、ほっかいどう希望大使としての

活動報告や釧路管内の参加者とのセッションなどで貴重なお話

を伺いました。認知症のことや認知症状等でお困りの方は西部

地域包括支援センター(下記参照)へご相談ください。 

【特徴】 

・病気の状態や身体状況などを記入することで、ご本人やご家族、

関係者が、その方の状態を把握する ことができます。  

・外来受診や入院、施設入所の際に手帳を提示することで、現在の

状態を的確に伝えることができます。 
 

【対象】40歳以上の釧路市民で  

① 医療と介護の両方を必要とする方  

② 慢性疾患で在宅療養中の方 

③ 本人・家族で希望される方  

④ 手帳の交付が適当と判断された方  

 

 「つながり手帳」は本人の思いや意向、生活状況に合わせて地域

の中でその人らしく生活ができるよう 医療・介護の関係者が連携

しながら本人を支えるための情報共有ツールです。 

 

つながり手帳をご存じですか？ 

「つながり手帳」のお問い合わせ

は、担当ケアマネジャー、通院中

の医療機関、または西部地域 

包括支援センター(下記参照)へ

ご相談ください。 

 

毎日の生活の中で、介護や健康、制度や財産管理など、困り事や 

悩み事はありませんか？ご希望の方にはいきいきセルフチェックの他

血圧測定、介護予防教室等のご紹介も行っておりますので、お気軽に

ご相談ください。 

●日 時： 2月 13日（金） 9:00～11:00 ●相談料：無 料 

●会 場： 釧路鳥取郵便局 （釧路市鳥取大通３丁目 11-4） 
※ お問い合わせは 

  釧路市西部地域包括支援センター（下記参照）までお願いします。 

 

 

 


